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　第3代理事長（在任2012年4月～2017年4月）で、
現在、静岡県公立大学法人顧問を務める本庶佑
先生が2018年12月10日にスウェーデンのストックホル
ムで開催されたノーベル賞受賞式に出席され、生
理学・医学賞のメダルと賞状を授与されました。
　本号では本庶顧問の功績を称え、理事長在任
中の軌跡のほか、座右の銘や学内からの祝福メッ
セージなどを紹介します。

経営情報学部棟前にて
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法人顧問
生理学・医学賞受賞
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受賞した研究内容

本庶  佑（ほんじょ  たすく）法人顧問略歴

～祝福メッセージ～

受賞理由は「免疫抑制の阻害によるがん治療法の発見」です。
体内にがん細胞が生まれると、通常免疫細胞が異物とみなして攻撃し、死滅させようとします。
本庶顧問は 1992 年、免疫細胞の一種である「T 細胞」の表面に存在する新たなタンパク質
を発見し、「PD-1」と命名しました。その後、「PD-1」が、がん細胞表面に存在する別のタン
パク質「PD-L1」と結びつくと、免疫細胞の働きにブレーキがかかることを解明し、このがん細
胞によるブレーキを解除することで免疫細胞の攻撃力が回復し、がんを治療できることを明らか
にしました。このメカニズムに基づいて作られた薬は、末期がんの患者でもがんの進行をほぼ抑
えて生存期間を延長できることが示され、世界中に衝撃を与えました。薬は「オプジーボ（一
般名：ニボルマブ）」と名づけられて2014 年、世界に先駆けて日本で皮膚がんの悪性黒色腫（メ
ラノーマ）の治療薬として承認されました。肺がんや胃がんなど幅広いがん種で効果が確認され、
現在は 60カ国以上で承認されています。

　本庶佑顧問のノーベル
生理学・医学賞受賞を心
よりお喜び申し上げます。
私の知る限り、ノーベル賞
受賞がサプライズではなく、
受賞は当然と受け止められ
る日本人受賞者は本庶顧

問が初めてです。本庶顧問には 5 年余りにわたり法人
理事長として、本学の教育・研究をご指導いただき、法
人運営にもご尽力いただきましたことを厚く御礼申し上げ
ます。平成 28 年度の薬学部創立 100 周年記念事業
においても、本庶顧問には特別記念講演を快くお引き受
けいただき、PD-1 の発見からニボルマブの開発に至る
苦難を乗り越えられたエピソードをお話しいただきました。
本庶顧問のご講演で薬学部の 100 周年を盛大に祝うこ
とができたことを大変光栄に思います。また、100 周年
記念誌への本庶顧問の寄稿を通して、専門研究領域
だけでなく、関連領域も含めて生命科学全体を俯瞰でき
る幅広い知識を醸成することの重要性をご教示いただき
ました。
　本庶顧問のご健康と益々のご発展を心よりお祈り申し
上げます。

1942年（昭和17年）京都市生まれ
京都大学大学院医学研究科修了。医学博士（京都大学1975年）。
現在、本学法人顧問他、京都大学名誉教授、
京都大学高等研究院副院長・特別教授、
ふじのくに地域医療支援センター理事長などを務める。

学長  鬼頭 宏 薬学部長  賀川 義之

　本学の本庶佑顧問が、がん免疫療
法の開発で2018 年ノーベル生理学・
医学賞を受賞されました。朝日賞、日本
学士院賞、唐奨、京都賞など数々の学
術賞を受賞され、文化勲章の受章に加
えて、栄えあるノーベル賞を授けられた
事に対して心からお祝い申し上げます。

　本庶顧問は 2012 年４月から2017 年４月まで本学に理事長として
お務めいただきましたが、私は２年間、先生の下で大学の運営に携
わる機会を得ました。その間、古武士の風格そのままに些細なことも
ゆるがせにしない厳しさ、それでいてゴルフに熱中し居酒屋を楽しむ
ゆとり、歴史から国際政治にも広がる旺盛な知識欲など、あたかも広
大で豊かな裾野をもつ富士の高嶺を仰ぎ見るような気持ちで接してま
いりました。受賞後のインタビューで語られた、不思議だなという心を
大切にする、教科書に書いてあることを頭から信じない、常に疑いを
もって自分の目で見て納得する、という言葉が印象的でした。
　本庶顧問のノーベル賞受賞は、地域の健
康を支える人材育成を担う本学にとって大変
名誉なことであり、教職員、学生には大きな
励みになるでしょう。顧問のますますのご健康
とご活躍を祈念申し上げます。

第32回京都賞の受賞式にて
（2016年11月　京都市内）
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理事長在任中の軌跡
2012年 4 月

2012年 4 月

2012年 7 月

2013年 1 月

2013年 1 月

2013年 9 月

2013年11月

2014年 2 月

2015年 3 月

2016年 7 月

2016年10月

2017年 4 月

2017年 5 月

理事長就任

開学記念行事にて講話「いのちとは何か」

大学院薬食生命科学総合学府
特別講義で講演 〈写真①〉

大村智氏（2015年ノーベル生理学・医学賞受賞）
特別講義にて挨拶

「ゲノムが語る生命像 現代人のための最新・
  生命科学入門」講談社より出版

小鹿キャンパス
看護学部棟着工開始  〈写真②〉

文化勲章を受章

静岡市内で文化勲章受章祝賀会
  〈写真③〉

小鹿キャンパス看護学部棟
オープン記念式典  〈写真④〉

静薬創立100周年記念講演
  〈写真⑤〉 

創立30周年記念式典にて挨拶

理事長退任 〈写真⑥〉 

顧問就任

座右の銘
「有志竟成（ゆうしきょうせい）」
意味
強い志を持っていれば、目的は必ず成し遂げられる

※2018年11月　本庶顧問から本学へ寄贈されました。
　本色紙はノーベル博物館に寄贈された色紙のレプリカです。

〈写真④〉小鹿キャンパス看護学部棟前でのテープカット

〈写真⑥〉最終日にはばたき棟前にて

〈写真③〉文化勲章受章祝賀会での挨拶

〈写真①〉「免疫の多様化機構；ゲノム不安定化；
発癌  癌の免疫治療」というタイトルで講演

〈写真②〉小鹿キャンパス看護学部棟着工における鍬入れの儀

〈写真⑤〉「PD-1抗体によるがん治療」
というタイトルで記念講演
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　グローバル地域センターの「地震予知部
門」は、文字通り、地震予知を目指す幅
広い分野の研究をしています。被害をより
軽減するには、地震後の対応だけではなく、
地震が起きる前の現象の科学的知見を十分
に活用した事前対応が必要です。そのため
には、地震に先行する現象は何か、また、
それは防災に役立つかを明らかにする研究
が必要で、それが地震予知研究です。
　例えば、割り箸の両端を持ち折ろうと力を
加えると、“ミシミシ”と音がなって最終的に
折れますが、先行現象の“ミシミシ”をキャッ
チしようというのが地震予知のアイデアで
す。ただし、前触れもなく破壊する場合も多々
あるのが、地震と割り箸が違うところです。
地震予知ができる場合もあれば、できない
場合もあるというのが研究の前提です。
　東日本大震災を引き起こした2011年東北
地方太平洋沖地震（以下、東北沖地震）
の前に何が起きたかを調べると、様々な先
行現象が発現していたことが分かっていま
す。例えば、東北沖でゆっくりとした地殻変

動があり、また、東北沖地震の２日前に前
震と考えられる比較的大きな地震が起きまし
た。その他、中小規模の地震の活動が低
調になったり、地球潮汐と中規模地震の活
動が同期する様になったりしました。これらは
東北沖地震の後に振り返って観測データを
見直した結果です。東日本大震災からの教
訓は、この様に多種目を観測する体制を事
前に準備していれば、巨大地震が起きやす
くなっていることを示すことができ、何らかの
防災に役立つ可能性があるというものです。
　南海トラフ地震よる災害は、静岡県に住
む我々の身に降りかかってきます。我々でな
んとかしたいという思いで、本部門は南海ト
ラフ地震の先行現象を監視する技術開発を
進めています。これまでの研究から、微小
地震の起こり方を監視していると、南海トラ
フ沿いの力のかかり具合を推定出来ること
が分かってきました。しかし、これは一手法
ですので不十分です。複数監視をする体制
を整えるには、我々だけでは南海トラフ地震
の発生に間に合いませんので、気象庁をは

じめとする日本の研究機関、そして世界の
研究機関とも連携して研究中です。
　地震は突発的に発生すると考え、防災対
応をすることは大前提です。しかし、その対
応をしてもなお残る被害の甚大さを考慮す
ると、地震予知研究は静岡県に必要です。
本学学生の皆さんと一緒に地震や防災を学
びながら研究をしていきたいと思います。

　昨年も日本列島は西日本豪雨や北海道胆振東部地震などの大きな災
害に見舞われました。静岡でも台風24号による被害が各地で相次ぎ、
本学においても停電が半日以上続き、情報伝達や機器の稼動などに
課題を生じる結果となりました。災害を未然に防ぐことの大切さや災
害が発生した際にすべきことなどを改めて考えさせられる機会となりま
した。
　本号では本学での防災や災害発生時における取組みを紹介します。

未然に防ぐ災害

楠城一嘉特任准教授：グローバル地域センター地震予知部
門総括。東日本大震災・阪神淡路大震災を踏まえて、将来
避けられない南海トラフ地震や富士山噴火から静岡県民を守る
ための教育・研究活動を実施している。

楠城一嘉特任准教授

防災を一歩進める地震予知研究 
写真：本学にて行われた草薙カイギ　～HUG（避難所運営ゲーム）～の様子
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　本学の有志学生らが7月22日から8月12

日までの間、JR静岡駅地下通路に週4回

ほど交代で立ち、大阪北部地震と西日本

豪雨の被災者に対する募金活動を実施し

ました。街頭での募金活動は計15回にお

よび、約34万円の募金を集めることがで

きました。

　このうち約10万円を大阪北部地震に関

する支援金にあてることとし、草薙キャン

パスで募金活動の報告会を開き、大阪府

立大学ボランティア・市民活動センターの

松居勇氏の紹介を受け、「おおさか災害

支援ネットワーク」（事務局：社会福祉法

人大阪ボランティア協会）に寄附しました。

　募金総額のうち残りの約24万円は、西

日本豪雨の被災者への義援金として、西

日本の地域災害支援団体に寄附しました。

　なお、有志学生は「ボランティアをした

いと思っている人」と「ボランティアを必

要としている人・団体」をつなぐ場所とし

て、本学でボランティアセンターの設立を目

指しています。

　11月1日に本学教職員らによる消防訓

練を実施しました。放水作業や担架を使

用しての救助作業、非常用発電装置の

起動操作を行いました。本学では、発災

直後の教職員の行動が学生・教職員の

安全に大きく影響することを肝に銘じ、災

害時に迅速で的確な対応ができるよう、

防火・防災意識を高めています。

　また、11月22日には電力・通信途絶

を想定した情報発信訓練を実施しました。

台風や地震などの災害時に学内の非常

発電装置が使えず、地上の公衆回線網

も途絶してしまったような劣悪状況を想定

し、太陽光発電や蓄電池、防災用LP 

ガス発電機などを使って電源を確保した

上で、衛星インターネットを使って学外にあ

るＷｅｂサーバにアクセスし、発信情報の

更新操作などを行いました。

　実際の災害時に落ち着いて対応できる

よう、訓練を重ねていくことの大切さを実

感しました。

　防’zでは、学外の活動として定期的に

AEDの使用法や包帯法をはじめとした救

命処置の講習会を、静岡市消防団清水

第13分団管轄地域などで行い、救命技

術の普及に努めています。この講習会で

は毎回多くの参加者から高い評価を頂い

ています。

　学内の活動としては主に、オープンキャ

ンパスでの救命救急実演の他に、今年

で2回目となる「防災スクールIN県大」

を開催しました。今年は地域住民だけで

なく、防災に関わる県内の大学生にも参

加いただき、当日は講演やHUG（避難

所運営ゲーム）、非常食の試食会などを

実施しました。参加者にとって、防災に

ついての理解を深めていただく機会となっ

たのではないかと考えます。また、今年

度は大学COC事業（地域課題解決に

資する人材育成の取組み）との連携を

強化し、初の試みとなる「非常食deラン

チ」を共催し、非常食についての現状を

参加者と共有しました。

本学学生の活動
防災ボランティアクラブ防’z

本学学生の活動
有志学生らによる被災地への募金活動

消防訓練、電力・通信途絶を想定した情報発信訓練の実施

消防訓練で放水作業を行う教職員

松居氏へ募金を渡す学生

オープンキャンパスで心臓マッサージを指導する学生

情報発信訓練で防災用LP ガス発電機の操作を行う教職員

剣祭での募金活動

防災スクールにて
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●剣祭
　10月27日、28日の2日に渡り、草
薙キャンパスでは第32回剣祭を開催
しました。今年のテーマ「祭魂～平
成最後の宴～」には、平成最後を飾
るにふさわしい剣祭を皆さんと作り上
げたという熱い思いが込められていま
す。今年は、ミス＆ミスターコンテスト

が常葉大学と合同で開催され、多く
の来場者を集めました。毎年人気の
お化け屋敷やクラブ・サークルによる
イベントのほか、平成を振り返る企画
などでも盛り上がりました。また、模
擬授業や研究室開放も行われ、本学
を身近に感じていただける絶好の機
会となりました。

　上智大学、お茶の水女子大学と本
学が合同で申請した事業「人間の安
全保障と多文化共生に係る課題発見
型国際協働オンライン学習プログラム
の開発」が、文部科学省「大学の
世界展開力強化事業～ COIL 型教
育を活用した米国等との大学間交流
形成支援～」に採択されました。（事
業期間2018 ～ 2022年度）
　 本 事 業 では、オンライン教 育
（Collaborative Online International 
Learning : COIL）を利用した遠隔教
育と交流事業を軸に、日米2国間の
大学間連携を図ります。日本側3大
学および米国側10大学が参加し、(1)
学生へのグローバル教育機会の提
供、(2)連携大学と地域社会のリソー
スを活用した多層的な学生交流の推
進、(3)国際協働オンライン学習プログ

ラムの第三国への展開を通じた途上
国での教育格差是正への貢献、の3
つを目標に掲げ、2018年9月より活
動を展開しています。
　本事業の最大の特徴は、国内3大
学の強みを組み合わせた、国内循環
型のマルチキャンパスでの留学生受
入プログラムの実施です。東京の2大
学で講義を受けた留学生が、本学を
通じて静岡県内の企業・団体でのイ
ンターンシップに参加し、地域での国
際交流と新たな形の産学連携を促進

します。
　また、授業科目へのCOIL導入を促
進し、米国大学とつなぐことで、経済
的理由や大学の履修カリキュラムの関
係上、留学機会が得にくい学生に、米
国の学生と共に学ぶ場を創出します。
　本事業を通じ、人間の安全保障と
多文化共生の観点から国際社会にお
ける課題を発見し、その解決に貢献で
きる人材の育成を目指していきます。

●橘花祭
　11月3日、4日、短期大学部の第
22回橘花祭を小鹿キャンパスにて開
催しました。各サークルによる発表や
学科ごとの模擬体験の他に、お笑い
ライブも行われました。アットホームな

雰囲気の中で、来場者にも親しみや
すい企画が用意されており、幼児か
ら大人までたくさんの方々の笑顔がみ
られました。ぜひ、来年度も足を運ん
でみてください。

文部科学省「大学の世界展開力強化事業」に採択

剣祭・橘花祭2018開催レポート

剣祭のオープニングセレモニー橘花祭模擬店の様子

各大学のロゴマーク・校章（左から上智大学、お茶の水女子大学、本学）
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　９月１日から１０日間、日本統合医療
学会使節団としてキューバ（ハバナ市）
で開催された「第６回キューバ生体エ
ネルギー・自然医療学会国際会議」・
「第２回日本・キューバ統合医療シン
ポジウム」に薬食研究推進センター山

田静雄特任教授が出席しました。同
会議は、自然医療・伝統医療をテー
マに４年毎に開催され、中南米から約
500名が参加しました。同時開催され
た日本統合医療学会とキューバ自然
医療学会との合同シンポジウムでは、
日本の伝統医療（鍼灸、温熱、アロ
マ、薬草）が講演と実演により紹介さ
れました。山田特任教授は、緑茶の
健康効果と飲料・食品を紹介し、試
食を行った実際の製品は大変好評を
得ました。学会後にはリハビリテーショ
ン医療施設などを視察しました。
　外務省の紹介で、在キューバ日本
国大使館を訪れ、渡邉優特命全権
大使からキューバの歴史や医療事情
などを伺い、昼食をとりながら情報交
換を行いました。キューバでは、予防
医療・自然医療・健康増進政策を基

盤として、世界で最も整備されている
プライマリーケアの１次医療から、大
学病院などの高度先進医療の３次医
療まで統合医療化された医療制度の
下、洗練された医療体系が構築され
ていました。教育費と医療費はすべ
て無償、医学部では予防医学、公
衆衛生学や災害医療学を教え、ハリ
ケーンによる被害も他国に比べはるか
に小さいなど、実りの多い情報交換と
なりました。

　平成30年度静岡市大学生訪韓研
修（静岡市国際交流協会など主催）
に、本学国際関係学部生3名が選抜
されました。山本彩加さん（4年）、
須部広明さん（3年）、鈴木菜那さん（2
年）の3名で、静岡大学など他大学
生7名と共に、9月6日～ 13日に韓国
京畿道水原市を訪れました。
　外務省の対日理解促進交流プログ
ラム 「JENESYS 韓国との間の招
へい事業」によって、同協会が実施
してきたもので、本学学生の参加は
今回で5回目です。
　その印象記を、鈴木さんに寄せても
らいました。

◆
　私たちは受け入れ先の水原市国際
交流センターの配慮で、世界文化遺
産「水原華城」の見学、一般家庭
でのホームステイ、地元の大学生・青
年との交流などを体験しました。
　京畿大学日本語学科の学生らとは、
「日韓の就職と進路の違い」につい
て討論する機会がありました。韓国の

大学生は新卒採用の就職難に直面し
ているにもかかわらず、ほとんどが大
企業志向で、競争意識が高いことに
驚きました。水原市は行政サイドの学
生支援策として、リクルートスーツの無
償貸し出し等を実施しているそうです。
韓国のリアルな社会状況を直接見聞
し、このディスカッションへの参加だけ
でも刺激的な研修でした。
　歴史や外交をめぐる日韓間の葛藤
から、研修前は訪韓に不安もありまし
た。しかし、そのような雰囲気を感じ

ることは現地で微塵も無く、言葉の壁
も越えてコミュニケーションできました。
交流は韓国大学生らの日本理解にも
役立ったはずです。
　ホームステイなどで韓国人の日常生
活やその温かさに触れたことを含め、
上辺だけではなく、複眼的に外国を
見る視点が養われたような気がしま
す。このような交流の機会が増えるこ
とが、両国の若者にとって重要だと
実感しました。

キューバでの自然医療(Natural Medicine)国際会議に出席

「静岡市大学生訪韓研修」に国際関係学部の3学生が選抜～訪問記～

写真左から、伊藤壽記団長（日本統合医療学会
理事長）、渡邉優特命全権大使と山田特任教授
（日本大使館公邸前にて）

京畿大学生らとの交流の場で

第６回キューバ生体エネルギー・自然医療学会国際会議の開会式
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リレー・フォー・ライフ・ジャパン２０１８静岡を開催

西伊豆町でのフィールドワーク

　９月８日、９日の2日間に渡り、がん患
者・家族支援チャリティイベント「リレー・
フォー・ライフ・ジャパン２０１８静岡」が
本学との共催のもとに行われました。今
年で６回目となる大会には、２８チーム
（県大関係２チーム）が参加し、本学
学生、教職員、サバイバー（がん患者）
の総勢１１００名が集いました。
　開会式は大講堂にて行われ、スクリー
ンには、本大会発祥の地であるアメリカ
のリレー・フォー・ライフの映像が大きく映
し出され、参加者全員がその原点を再
認識し、大きな感動を覚えました。その
後、サバイバーズラップ（サバイバーの
皆さんがサバイバーズフラッグという横断
幕を手に、支援者の皆さんに拍手をもら

いながら1周歩くプログラム）を皮切りに、
講堂前広場でのリレーウォークが開始さ
れ、総勢２８チームがそれぞれの思いを
乗せたタスキを繋ぎました。
　各チームは、学生ホール内において、
趣向を凝らしたゲームや募金活動、サバ
イバーズサロン等を催しました。夕方に
は多くの思いが綴られた１５００を超すル
ミナリエに燈が灯り、会場のモニュメント
下には「ＨＯＰＥ」の文字が映し出され
ました。大講堂ではルミナリエセレモニー
が行われ、天国に旅立った仲間を偲ぶ
と共にがんに負けない社会を築く大切さ
を心に刻みました。静かになった深夜も、
参加者同士が語り合い、リレーをつなぐ
人々がゆっくりと歩き続けていました。

　翌日の日曜日は快晴に恵まれ、空に
は虹がかかり、本大会を祝福しているよ
うでした。予定していたパフォーマンスも
滞りなく進み、最後の一周は参加者全
員で歩き、無事本大会を終了しました。

実行委員長　若林敬二
（食品環境研究センター長）

　9月１８日から１９日にかけて、経営情
報学部の上野雄史研究室による西伊
豆町でのフィールドワークが、東海財務
局静岡事務所と西伊豆町役場の協力
の下で実施されました。
　まず、東海財務局静岡事務所から
同町の人口動態・産業構造を踏まえた
財政状況の分析結果の説明がありまし
た。そのことを踏まえた上でフィールドワー
クでは、ゼミ生が同町の地域おこし協
力隊員(３名)へのヒアリングや現地視察
等を通じて、西伊豆町が抱える地域課
題や地方創生の取り組みについて把握

し、地域活性化のためのアイデアを考
察しました。最終日の報告会では、各
地域の課題の洗い出しとその問題解決
の方向性について、多角的な視点で
のディスカッションと発表が行われました。

地域の課題解決には縦の繋がりだけで
なく横の繋がりが重要であること、さらに
限られた資源をどのように投資していく
のかという視点が重要であることを確認
したフィールドワークになりました。

フィールドワーク前の講義の様子 フィールドワークのディスカッションの様子

モニュメント下で灯り続けるルミナリエ

（卒業式・修了式）
平成３０年度 学位記授与式 平成31年度 入学式
平成３０年度の学位記授与式（卒業式・修了式）を
次の日程で開催いたします。
開催日　平成３１年３月２０日（水）
開　場　午前９時１０分
着　席　午前９時４０分
開　式　午前１０時
会　場　グランシップ大ホール　海

静岡市駿河区東静岡2丁目3-1
（最寄駅　JR東静岡駅　徒歩５分）
保護者席を用意しておりますので、
ぜひご列席ください。

問い合わせ先　ＴＥＬ 054-264-5009（学生室）

平成31年度の入学式を次の日程で開催いたします。

開催日　平成３1年４月９日（火）
開　場　午前９時１０分
着　席　午前９時４０分
開　式　午前１０時
会　場　グランシップ大ホール　海

静岡市駿河区東静岡2丁目3-1
（最寄駅　JR東静岡駅　徒歩５分）
保護者席を用意しておりますので、
ぜひご列席ください。

問い合わせ先　ＴＥＬ 054-264-5009（学生室）
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イタリア・ボローニャ大学フォルリ校との連携活動
　海外大学との連携活動の一環と
して10月1日～ 4日のイタリア・ボロー
ニャ大学フォルリ校で実施された授業
に、経営情報学部の学生4名が参加
しました。このプログラムは菅原智教授
（関西学院大学商学部）により行わ
れているもので、菅原先生のご厚意
で本学の学生が受講することを許可し
ていただいたことにより実現しました。
　レゴブロックを用いた会計プログラム
では、基礎的なビジネスや会計の知
識や原則を、レゴブロックを使った自

動車製造ゲームを通して学び、経営
判断や意思決定の難しさや面白さを
学ぶことが主目的に置かれています。
　今回の講義で驚かされたのは、日
本の学生とイタリアの学生の考え方の
違いでした。イタリアの学生は、日本
の学生とは異なりコストよりも、どういっ
た車を作りたいのかという自分たちの
こだわりを重視していました。イタリア
の学生のプレゼン力の高さにも驚かさ
れました。現地では日本の学生もイタ
リアの学生たちに引っ張られるように

活動していたことが印象的でした。経
営情報学部では、今回のような海外
に飛び出した刺激的なワークショップ
を今後も開催していく予定です。

第6回全国公立大学学生大会「LINKtopos2018」を開催

ティーカフェを開催

　10月6日～ 8日にかけて、全国公立大
学学生大会「LINKtopos2018」が開
催されました。
　同大会は、東日本大震災の翌年に
本学において、「被災地支援や地域防
災に果たす大学と学生の役割」をテー
マに行われた、公立大学学長と公立大
学学生のディスカッションがきっかけとなっ
て始まりました。6回目となった今回は、
全国41大学から180名以上の学生・教
職員が参加し、過去最大規模の大会と

なりました。
　初日、2日目は焼津青少年の家を会
場に、地域活動の報告や地域課題に
ついてのワークショップを行いました。
　3日目は、本学に会場を移し、並行
開催された「公立大学学長会議」と合
流し、全国の公立大学学長とともにポス
ターセッション及びランチ交流会を行いま
した。また「学長会議」のプログラムで
ある「学生・学長合同セッション」では、
公立大学学生ネットワークからの大会報

告と、本学を含む２大学の参加学生か
ら地域活動の報告が行われ、会場全
体で活発な意見交換が行われました。

　茶学総合研究センターでは昨年度か
ら学生の休み期間を除き毎月ティーカ
フェを学生ホール（上食堂）で開いて
います。これまで、世界の六大茶種（紅
茶、緑茶、ウーロン茶、白茶、黄茶、
プーアル茶）をはじめ、クリスマスシーズ
ンにはお茶の新芽が花のように開く工
芸茶（花茶）、年の初めには縁起物の
大福茶、初夏には県内の各産地の新
茶、夏には涼しげな冷茶など、季節に
応じた呈茶を行ってきました。来場者は
毎回１００名以上となりますが、学生の
みならず本学公式サイトを見て一般の方
やお茶に興味を持つ教職員など様々な
方が愉しんでいます。初めてみる紅色、
青色、緑色、黄色等の多彩なお茶の色。
近づくとベルガモット、イチゴ、サクラ等

の香りに、トラディショナルな玄米茶、ほ
うじ茶の焙煎香、煎茶には若葉の香り
が漂い、口中に入れるや芳醇なうま味
が広がるものあり、苦渋味の強いもの、
そこはかとない甘味などに驚くとともに、
茶の幅広さ、奥深さの魅力に取りつか
れ、常連化している来場者も多くなって
います。「このお茶が好き」「これは面
白い」との言葉や、「ペットボトルから急
須のお茶に変えたよ」、さらには「他イ
ベントでもティーカフェのように皆さんにお
茶を提供したら盛り上がったよ」などの
声も聞かれるようになってきました。本
学だからこそ経験できるお茶の世界。一
滴のお茶が心に波紋を拡げ、大学への
アイデンティティを想起することを願うば
かりです。

合同セッションにて発表を行う学生

工芸茶（花茶）

講義終了後の集合写真：学生たちの表情から講義の充実がうかがえる
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比較文明学会第36回大会の開催

広域ヨーロッパ研究センター連続講演会「ヨーロッパの歴史認識を考える」

　比較文明学会第36回大会が10月
13日から14日にかけて「文明と観光
－新たな文明モデルをめざして－」を
テーマに、県内外から延べ366人の
参加者を集めて、本学で開催されまし
た。川勝平太知事の開会あいさつに
続き、実行委員長の鬼頭宏学長が本
大会の趣旨説明を行いました。本学
と静岡文化芸術大学が2019年４月か
ら観光教育を開始することを背景に、
異質な文化をもつ人々との接触を通じ
て、新しい価値観やライフ・スタイル、
新しいコミュニティのあり方を提唱し、

新しい文明の構築を目指すべきではな
いかとの考えが示されました。これに
沿って基調講演と２つの公開シンポジ
ウムが開催されました。
　１日目のシンポジウムⅠ「文明と観光」
は、横山俊夫静岡文化芸術大学学
長が、「文明に赴けば名所も日に新た」
と題して基調講演を行い、これを受
けて４人の研究者の発表とパネルディ
スカッションが実施されました。本学か
らは富沢寿勇教授がパネリストとして、
冨澤かな准教授が司会として登壇しま
した。

　２日目のシンポジウムⅡ「地域資源を
生かした観光」は本学と東海大学海
洋学部、静岡文化芸術大学の発表
の後、パネルディスカッションが行われ
ました。本学からは北上真一特任教
授がコメンテーターを、奈倉京子准教
授が司会を、立田洋司名誉教授と鈴
木さやか講師がパネリストとして登壇し
ました。
　本大会は、鬼頭実行委員長のもと
県内大学の連携協力により企画から
準備、運営が行われ、活発な議論が
展開されました。

　10月23日と29日に広域ヨーロッパ研
究センター連続講演会が開催されまし
た。23日はフランス国立学術研究セン
ター教授のアンリ・ルソー氏が「テレビド
ラマ『フランスの村』が描く第二次世
界大戦期のフランス」と題して講演しま
した。第二次世界大戦期のフランスに
ついては、長らく対独協力の実像を伝
えることがタブーでしたが、1970年代後
半以降徐々に状況が進展し、1990年
代には最大の汚点であるナチスのユダ

ヤ人迫害への加担についても大統領が
公式謝罪するに至りました。このような
フランスにおける歴史認識の進展の集
大成ともいえるのが21世紀になって放映
された大河歴史ドラマ「フランスの村」
です。今回の講演参加者の大半は事
前上映会（日本未公開映像を剣持久
木教授の解説付きで実施）に参加して
いたため理解が深まり、充実した機会と
なりました。
　29日にはドイツのゲオルク・エッカート
国際教科書研究所元副所長のファル
ク・ピンゲル氏が「戦争博物館で比較
するヨーロッパと東アジア」と題する講
演を行いました。ピンゲル氏は長年、ド
イツとフランスやポーランドの間の歴史和
解に尽力された経験を踏まえて、戦争
博物館の比較から見える東アジアの課
題を鋭く指摘しました。講演後、知識を
得るための博物館と追悼するための記

念館は分けるべきか、というピンゲル氏
の問題提起に対し、静岡平和資料セン
ターでボランティアをしている学生が「そ
れは訪問者の選択に任せるべきなので
は」という提案をするなど、充実した議
論が展開されました。
　いずれの講演会も、日本が現在東ア
ジアの近隣諸国との間に抱える歴史認
識問題を考える上での重要なヒントが得
られる貴重な機会となりました。

アンリ・ルソー教授

ファルク・ピンゲル氏

シンポジウム Ⅰ 「文明と観光」 シンポジウム Ⅱ  「地域資源を生かした観光」



12 HABATAKI  No.138

「THE世界大学ランキング2019」で本学がランクイン
　イギリスの世界大学ランキング最大手
Times Higher Education（THE）
が調査・発表した「THE世界大学ラン
キング2019」において、本学は初めて
エントリーし、総合ランキングで1001+ に
ランクインしました。
　THE世界大学ランキングは、世界

の大学を研究力にウエイトを置いて
評価するもので、その指標は「教育
（30％）」、「研究（30％）」、「被引用
論文（30％）」、「国際性（7.5％）」、「産
業界からの収入（2.5％）」の5つです。
　ランクインした大学の数は、世界86か
国1,258大学で、これは世界に2万数

千ある大学のうち約5％に当たります。日
本からは本学を含む103大学がランクイ
ンし、本学は103大学中52位となりまし
た。また、公立大学は本学を含め10
大学がランクインし、東海4県の大学は
本学を含め12大学がランクインしました。

ホスピタル･プレイ・スペシャリスト養成講座第１４クールの開講とスヌーズレンの開催

「第４回薬食国際カンファレンス」を開催

■ホスピタル・プレイ・スペシャリス
トとは、遊び（ホスピタル・プレイ）を
用いて小児医療チームの一員として働
く、イギリス生まれの専門職です。ホス
ピタル･プレイ・スペシャリスト養成講座第
１４クールは全国から多くの応募があり、
その中からスペシャリストを目指す熱い志
を持つ１０名が、１０月２４日の開講式を
迎え、現在本学短期大学部の講義室
で日々勉学に励んでいます。修了式の

ある３月初旬までに、在宅や病院での
実習・ワークショップの出展等を経験し
ます。１月にはホスピタル･プレイの本場
イギリスから来られる先生の講義と国際
シンポジウムもあり、多くの先輩スペシャ
リストとの交流も楽しみの一つです。
■さらに特徴的な体験となるスヌーズ
レンとは、五感＜視覚・嗅覚・聴覚・
触覚（味覚は無）＞を刺激する環境で
障害者と支援者が楽しみや安らぎを共

有する雰囲気の中で自分を感じることを
提供する実践です。毎年、静岡南部
特別支援学校の皆さんがスヌーズレンの
特別な空間を体験するために来られま
す。初めて体験した生徒は驚き、既に
経験している生徒はこの日を満喫してい
ました。来年も静岡南部特別支援学校
の皆さんの喜ぶ顔を楽しみしています。

　11月14日～ 16日に第４回薬食国
際カンファレンスが駿河湾と富士山を
一望できる日本平ホテルにて開催され
ました。15日は第13回日中健康科学
シンポジウムが同時開催され、約250
名が参加しました。本カンファレンスは、
第１回（2012年）に続き、本学の特
色である薬と食に関する学術研究成
果を発表し国内外の研究者と情報交
換することにより、健康長寿に貢献
することを目的に開催されてきました。
海外9か国と国内から招へいした研究
者（34名）、本学教員、大学院生が
集い、機能性食品・果実類や天然

由来の生理活性物質の健康増進作
用に加え、認知症などの予防や治療
効果に関する最新の研究成果などが
発表され、活発な討論が展開されまし
た。主に大学院生によるポスター発表
では、海外からの37題を含む117題
の発表があり、その中から14題が優
秀ポスター賞を受賞しました。国内外
で類を見ない薬と食に関する国際会
議ということで、病気の予防と治療を
指向した斬新な発想も提示され、大
学院生にとっては国内外の著名な研
究者との交流の場として研究意欲を
高める好機となりました。

　薬と食という社会的に身近な問題
だけではなく、その科学的融合という
新しい健康科学領域が今後大きく発
展していくことを世界に情報発信でき
ました。

ホスピタル･プレイ・スペシャリスト養成講座第１４クールの開講式 スヌーズレンの様子

食品素材による認知症の予防効果の口述発表
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「富士山麓アカデミック＆サイエンスフェア」へ参加

経営情報学部岩崎ゼミ生によるコンサルティング事業に対し感謝状

静岡県議会本会議の傍聴と県議会議員との意見交換会

　11月28日に、富士市のふじさんめっ
せで、「富士山麓アカデミック＆サイエ
ンスフェア2018」が開催されました。
　富士山麓アカデミック＆サイエンス
フェアは、静岡県東部地域を中心とし
た高等教育機関（大学、短大、高
等専門学校）等が一堂に集まり、日
頃の研究・開発・ものづくりに関す
る研究成果等を広く紹介する目的で

2008年から開催されています。
　今年度は、食品栄養科学部の坂
田昌弘学部長を実行委員長として、
本学からも多くの学生が参加したポス
ター発表や、文部科学省 地（知）
の拠点整備事業（大学COC事業）
地域づくりワーキンググループによる活
動内容の紹介などが行われました。

　経営情報学部岩崎ゼミでは、学生
による2種類のコンサルティング事業を
行っています。一つは静岡県農業法
人協会と連携してマーケティングに課
題を抱える農業法人に対し、学生がコ
ンサルティングを実施する「アグリビジ
ネスコンサルティング事業(通称：ABC
事業)」であり、もう一つは静岡市と
連携して魅力的で個性のある個店を
増やすため、学生が個店に対してコ
ンサルティングを実施する「大学生に
よるお店コンサルティング事業(通称：
大コン事業)」です。
　両者とも6 ～ 7月にキックオフミーティ
ングを行い、約半年間をかけて現地
調査や商品開発、広報活動などの提
案を行い、ABC事業は12月3日、大

コン事業は12月10日に成果発表会が
開催されました。調査に基づいた学
生ならではのアイデアが実現する過程
が発表され、コンサルティングを受け
た農業法人や個店の皆さんからも学
生の頑張りを称える感謝の言葉を数
多くいただきました。
　成果発表会の終わりには、ABC
事業は10年目の節目を記念して静岡

県農業法人協会長から感謝状が贈呈
され、7年目を迎えた大コン事業では
個店の魅力向上に寄与したことに対し
静岡市長から感謝状が贈呈されまし
た。
　岩崎邦彦教授からは、「学生がこ
の経験で得るものは多く、今後も継続
していきたい」との力強い言葉があり
ました。

　12月6日、学生7名が静岡県議会
本会議を傍聴した後、県議会議員の
東堂陽一議員（自民改革会議）と
阿部卓也議員（ふじのくに県民クラブ）
との意見交換を行いました。
　参加した学生は、本会議の傍聴は
初めてということで、議員と知事等と
のやりとりを真剣な表情で見守りまし
た。
　本会議の傍聴が終わると、県議会
議員と「静岡県の活性化と若者の地
域定着推進に必要なこと」をテーマ
に意見交換を行いました。学生から
発せられたSNSの積極的利用や地
域連携の活性化などの意見に対し、

議員からは政治の堅いイメージを変え
るために実施していることや地域連携
への取組みなどが紹介され、終始和
やかな雰囲気のなかで意見交換が進
められました。

　参加後、「議員の方と意見を交わ
すことで、身近に感じられた」「政治
について興味を持つことができた」「と
てもよい機会であった」と学生たちは
笑顔で感想を語りました。

大学生によるお店コンサルティング事業（大コン事業）

静岡県議会本会議を傍聴する学生

アグリビジネスコンサルティング事業(ABC事業)

県議会議員の東堂陽一議員と阿部卓也議員との意見交換

ポスター発表を行う学生
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中国社会保障制度研究成果報告会の開催

　グローバル地域センターの中国社会
保障制度研究会（代表：柯

か

隆
りゅう

特任
教授）は、約２年間日中の高齢化問
題と社会保障制度の比較研究を実施
し、１２月１９日、グランシップにおいて、
その研究成果報告会を開催しました。
　中国商務部国際貿易経済合作研
究院の俞

ゆ か

氏による中国の社会保障
制度の変遷についての講演の後、柯
隆特任教授が研究総括として都市と
農村の社会保障の格差について問題
提起しました。続いて、日中福祉プラ
ンニングの王

おう

青
せい

氏が、中国では介護
ビジネス市場が過熱しているが、介護
の哲学・文化が日本の強みであると
講演されました。

　その後、研究会メンバーが報告を
行いました。東京経済大学の李

り れ ん か

蓮花
准教授は、現在の中国の状況は日本
の８０年代と似通っており、公的介護
保障制度の構築と介護の質の向上が
課題であると指摘しました。経営情報
イノベーション研究科の東

ひがしの

野定
さだのり

律教授
は、中国の高齢者人口の多さから在
宅介護サービスの充実と地域住民の
協力が鍵になると述べました。短期大
学部社会福祉学科の天野ゆかり講師
はアジア各国において介護の質の高
い専門人材育成制度を検討する一

方、アジア全体での介護人材の交流
を提案しました。
　当日は県内外から介護事業者、研
究者、学生、県民等約２２０名が熱
心に聴講し、会場から多くの質問が
寄せられました。アンケートでは「中
国の介護に対する認識を根本から変
えなければいけないと思った」など、
大変好評を得る結果となりました。
　本研究会では今年度末に報告書を
まとめ、研究成果を県民に還元してま
いります。

「はばたき」キャリア支援センターだより

　2018年９月に経団連が2021年

春入社以降の就活に対し、現行

の「就活ルール」の撤廃を発表し

ました。政府側は2021年春入社に

関しては現行の３月の広報開始（採

用情報解禁）、６月の採用選考開

始のルールを維持する方針を打ち

出しています。

　今後、就職活動の早期化が懸

念される現１年生、２年生、また４

月に入学する新１年生の中には不

安を抱く人も多いのではないでしょう

か。就職活動を開始する際、多く

の人が最初にぶつかる壁は、「業

界」と「職種」の絞り込みではな

いかと思います。それには、自分

の中の興味（やりたいこと）や、こ

れまでに培った経験から得た知識、

能力（できること）がカギになってき

ます。これが、自分を知ること＝「自

己分析」なのです。

　納得のいく就職先が見つけられ

るように、また、就職活動で自分に

しか書けない「志望動機」や「自

己ＰＲ」を作成する上でも、自己分

析はとても重要です。

　学業はもとより、クラブ・サークル

活動、アルバイト等、そして友人な

ど人との関わりなどに対し、５Ｗ１Ｈ

で振り返ってみましょう。自分自身

の「やりたいこと」や「できること」

が見えてくるはずです。

　大学生活でしか経験できないこと

も多くあります。これからの様々な新

しい経験を通じて、知識、能力、

興味の幅を広げて将来の可能性を

拡げて欲しいと思います。

　キャリア支援センターでは、就活

に関する情報の提供や、相談も出

来ます。いつでも気軽に立ち寄って

下さいね。

会場の様子

柯隆特任教授
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研究室訪問 NO.17

―先生の主要研究である、投薬
による副作用の回避を目的とした
研究についてお聞かせください。

　クスリを逆から読むと「リスク」(risk) 
となりますが、実際に薬効と副作用は
表裏一体で、どのようなクスリでも副
作用は発生してしまいます。そうします
と、「どうやってクスリを適切に使うか」
という話になってくるわけです。そこで
我々は投薬した後のクスリが体内でどの
ように動くのか詳細に把握し、このクス
リの体内での動きを戦略的に制御する
ことによって副作用の回避を試みてい
ます。たとえば、ある呼吸器疾患のク
スリ（Pirfenidone）を例にしますと、
このクスリは口から飲むタイプのもので、
服用すると非常に良い治療効果を示
すのですが、約半数の患者さんに対し
て消化器症状（食欲不振、胃の不快
感、吐き気）や光線過敏症などの全
身性の副作用が出てきます。このクスリ
が肺のみで作用を示してくれるようにな
れば副作用は無くなるはずですので、
我々は口から飲むクスリではなく、新た
に吸入剤とすることで呼吸器系に直接
クスリを届けることを試みました。そうす

ることで、呼吸器系以外でのクスリの
作用をおさえて、副作用の少ないクスリ
になると期待しています。これ以外にも
既に製薬企業と共同で副作用を回避
可能な投与形態を複数開発・特許出
願しており、今後もリスクの少ない治療
法提案を目指して研究活動を推進して
いきたいと思います。また、副作用の
回避とは少し異なりますが、機能性食
品素材の効果を高めるために吸収性
を高めた投与設計も併せて行っていま
す。いろんな機能性食品素材を対象
にしていますが、コエンザイム Q10 に
ついては吸収性を約 10 倍向上させる
ことに成功し、2016 年から米国で製
品として販売して頂いています。

―現在の研究を行おうと思われ
たきっかけは何ですか。

　私はもともと製薬メーカーに勤務して
おり、医薬品開発に従事していました。
そこでは多くのクスリの種が開発され
て、そのほとんどは日の目を見ずにドロッ
プしていきました。その開発失敗の理
由は様々ですが、薬理効果そのものは

既に世に出ているクスリよりも強力であ
るにもかかわらず、副作用の問題によっ
て製品化できないケースも多々ありまし
た。良い治療効果を示すクスリが良い
クスリであることは言うまでもありません
が、患者さんにとってクスリを安全に使
用できることも極めて重要な課題である
ことを痛感致しました。会社におりまし
た際には部署毎にある程度の守備範
囲といいますか、担当する役割というも
のが明確になっており、あまりそこから
外れた仕事というのはなかなか出来ま
せんでした。大学はとても自由な風土
がありますので、あえて守備範囲を設
けずに「安全なクスリをつくる」という
命題に対して多方面からアイデアを出
し合いながら取り組んでいます。

―研究室の学生たちの様子を教
えてください。

　自分自身が学生の時とは違って、
しっかりとキャリア形成を見据えて日々
の活動を行っている印象があります。
社会に出た際に活躍するために英語
学習に熱心に取り組む者、様々な資

尾上 誠良教授

薬学部
薬物動態学分野※
※2019年4月より薬剤学分野に名称変更
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―研究室を志望した動機、配属決定した経
緯等についてお聞かせください。

　薬には様々な効果があり、人に対して予

期せぬ悪影響を及ぼすことがあります。そこ

で、薬が体に入った後の動きを正確に把握

し、望まれている効果のみを発揮するような

製剤を創りたいと思い、薬物動態学研究室

を志望しました。現在は、「薬剤学でクスリの

リスクを回避する」をスローガンとして掲げ日々

研究に励んでいます。

―ご自身から見て感じる、研究室の魅力や、
他の研究室にはない特徴として挙げられる
ことがありましたらお答えください。

　「薬物動態学」や「薬剤学」という分野

は薬学部にしかない研究分野です。実際

には見えない体の中での薬の動きを可視化

し、さらに体内での薬の動きを制御すること

によって望まない効果である副作用の回避を

試みています。また、研究で困難に直面し

た時に先生方や周りの仲間に相談し、一緒

に解決するという温かさのある研究室です。

―ご自身が行われている研究テーマについ
てお答えください。

　私は「薬が副作用を引き起こす可能性」

を予測する方法の開発をしています。副作用

の中でも薬剤性光線過敏症と呼ばれる薬が

誘発する重度の日焼けのような炎症反応に着

目しています。これまでの研究が実り、国際

的な医薬品の光安全性評価に関するガイドライ

ンである ICH S10 に収載され、安全性の高

い医薬品の開発に貢献しています。

―将来の目標・希望進路がありましたらお答
えください。

　私は将来、製薬会社の研究者として、「副

作用のない医薬品」を創りたいと考えていま

す。単に強い効果のある薬ではなく、それに

加えて安全な薬が患者さんの求める薬だと考

えており、日頃から副作用を予測・回避する

術を学んでいます。

―ご自身から見て感じる、研究室の魅力や、
他の研究室にはない特徴として挙げられる
ことがありましたらお答えください。

　当研究室では本学の特徴でもある「薬食

同源」や「薬食融合」を推進しており、医

薬品のみならず食品成分にフォーカスした研

究も行っています。自身で設計、作成した

製剤の物理化学的特性の評価だけでなく

動物実験により有効成分の体内での動きや

作用を実際に検証できることも魅力の 1 つ

です。さらに毎週行われるセミナーでは学生

各々が持つテーマについて活発な議論が行

われ、一部英語によるディスカッションも行っ

ているのは、当研究室ならではの特徴である

と思います。

―ご自身が行われている研究テーマについ
てお答えください。

　医薬品やサプリメントに含まれる有効成分

は水に溶けてから小腸で吸収されなければ

作用が発現しません。これらの有効成分の

中には水に溶けにくいものもあり、口から摂取

してもほとんど体内に吸収されない場合があ

ります。そこでこれら成分を水に溶けやすく

する製剤を開発することで、効率的な吸収と

薬効発現の改善を目指した研究を行ってい

ます。このような研究を行うことで化合物の

有効活用や効率的な製品の開発に貢献した

いと考えています。

―将来の目標・希望進路がありましたらお答
えください。

　研究を通して得た体内動態を制御するた

めの様々なアプローチに関する知識を活かし、

製薬企業で薬物動態や製剤分野の仕事に関

わりたいと考えています。他にも食品や化粧

品会社に入社されている先輩方がいらっしゃ

るので、これから勉強していく中で自分の専

門性を磨きながら多くの選択肢から具体的な

展望を見つけていきたいと考えています。

―研究室を志望した動機、配属決定した経
緯等についてお聞かせください。

　3 年次の研究室配属までに受けてきた授

業の中で最も興味を持ったのが体内における

薬物の動き、薬物の生体内運命を学ぶ薬

物動態学でした。さらに様々な研究室を見学

し、話を聞く中で、剤形の工夫により薬物

の体内動態を制御できることに興味を持ち、

関心を抱きました。また、当研究室では医薬

品だけでなく機能性食品成分に関する研究

を行っていることにも魅力を感じました。

尾
おのうえ

上 誠
さとみ

良 教授　薬学博士

薬物動態学分野
教員3名　学生25名

学生とミーティングを行う尾上教授

格を取得する者、ストイックに研究活
動に邁進する者、皆それぞれですね。
自分の学生時代には決して出来てい
なかっただろうなというようなことを自己
啓発的に行っている学生達を見ると、
いつも感心するとともに自分自身も頑
張ろうと勇気付けられます。さらに高

みをめざしてもらうために時には厳しい
ことも申しますが、基本的には彼らが
将来活躍できることをずっと祈念して
いる応援団長のつもりでいます。当ラ
ボの他のスタッフも元々は私の教え子
ですが、彼らもきっと同じ気持ちでしょ
うね。

1973 年生まれ兵庫県出身。岡山大学薬学
部を卒業後、同大学院修了。伊藤ハム（株）
中央研究所 医薬品グループ、ファイザー（株）
中央研究所 薬剤科学研究部を経て、2007
年から本学に奉職し2014 年薬学部教授に
就任。

https://w3pharm.u-shizuoka-ken.ac.jp/yakuzai/

大学院
薬食生命科学
総合学府
博士課程3年
猪山 陽輔さん

薬学部
薬科学科4年
中澤 明日香さん

STUDENT VOICE
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Q1.現在の仕事について教えてください。

　静岡市清水区の蒲原支局に勤務してい

ます。主に蒲原・由比地区を担当し、街

の日々のイベントや清水区内の事件事故な

どを担当しています。現在（執筆時 12 月）

は、不漁が続く駿河湾特産のサクラエビの

取材を担当していて、自分が書いた記事が

一面や社会面に大きく掲載されるなど、大

きなやりがいと責任感を感じています。読

者の方から直接、応援のお言葉や記事の

感想、時には批判を頂くこともあり、取材

の励みになっています。

Q2. 大学生活（ゼミやサークル）で印象に

　　残っていること、今の仕事に影響を

　　与えたことは何かありますか？

　学部時のゼミの先生に「ゼミでの研究を

通して、国際政治のことがさらにわからなく

なってほしい」と言われたことがあります。

そして、「これだけやったのにわからないこ

とだらけだ」ということが、修士論文を書き

上げた時の真っ先の感想でした。容易に答

えが出ない問題について提起し、議論を起

こし、社会に何かを訴えかけるという点では

現在の仕事とも通じます。

Q3. 静岡県立大学に入学してよかったと　
　　思うことは何ですか？

　学生の自由度がとても高い学部で、自

分が興味を持ったテーマに専念できました。

国際関係学部の先生方はバラエティー豊か

で、他学科・他学部の授業も履修できて

学際的に学べることは魅力的でした。キャン

パスやその周辺も穏やかで、自分のペース

で学べる雰囲気が好きでした。学部やサー

クルで出会う人々もいい人ばかりで、大学

で出会った友人は貴重な財産です。

Q4. 今後の目標について教えてください。

　この先、自分のやりたいことや望む人生

像は変わっていくかもしれません。どのよう

な選択をしても後悔しないように、まずは今

やるべきこと、やりたいことに力を注ぎたいと

思います。

Q5.在学生にメッセージをお願いします。

　学生時代の 4 年間は初めての経験、楽

しい経験がたくさんあります。その分、時間

が経つのがとても速く感じました。明確にや

りたいことがある人は計画的に時間を使うべ

きだし、やりたいことがない人は楽しいと思

えることを大学生活で探してみてください。

なにもしないで4年間をなんとなく過ごせば、

卒業してから必ず後悔します。自分の将来

を考える上でも、多くの人と関わり、いろい

ろなことに挑戦してほしいです。

Q1.現在の仕事について教えてください。

　弊社は第 3セクターの港湾施設として、穀

物等の公共性の高い貨物の輸入手続き、荷

役業務を行っております。そのなかで、私はセ

メントの海上輸送に携わっており、在庫、設備

の保守管理、船のバース繰りを主な業務として

います。

　バースとは、船の駐車場のようなもので、他

部署と調整しながら、限られたスペースに接岸

できるように手配します。船が予定通り入港で

きた際には、パズルのピースがはまったような達

成感を感じます。

Q2. 大学生活（ゼミやサークル）で印象に

　　残っていること、今の仕事に影響を

　　与えたことは何かありますか？

　学生時代には、佐藤ゼミでお世話になりまし

た。学業はもちろんのこと、メールのマナーや社

会に出た際の基本についても教えていただきまし

た。特に印象深いのは、イスラエルとパレスチナ

の学生と交流会を開催した際のことです。ゼミ

生でおもてなし計画を立て、互いに意見を出し、

報告し合いながら交流会を進行させた経験を通

して、社会人として、必須である報連相の習慣

を身に着けることができました。

Q3. 静岡県立大学に入学してよかったと　
　　思うことは何ですか？

　県大には自由な空気のなか、学ぶ意志さえあ

れば何にでも挑戦できる環境が整っています。さ

らに、社会問題に対して関心を持つ学生も多く、

授業やサークルを通して、互いに刺激しあいなが

ら学生生活を送ることができました。

　また、日ごろから、留学生との関わりを持てる

ことも魅力の一つです。様々なバックグラウンドを

持った方 と々交流することで、多様な価値観を

吸収することができました。

Q4. 今後の目標について教えてください。

　昨年、貿易に関する国家資格である通関士

の資格を取得しました。通関士とは、税関への

輸出入申告や不服申し立てといった、通関業務

を代行することができる資格であり、今後、この

資格を生かして、貿易実務のプロフェッショナルと

して活躍できるようになりたいです。特に、来年

度以降、TPPの発効等、貿易環境が激変し

ていくことが予想されるので、常に新しい情報を

インプットするように意識していきたいです。

Q5.在学生にメッセージをお願いします。

　社会人になると、想像していた以上に自由

に使える時間が限られてしまい、学生時代に

もっとこうしておけばよかったと後悔することも

あります。学生のうちから、好奇心をもって様々

なことに挑戦する習慣を身に付けることで、社

会人になってもチャンスを見失うことなく成長し

続けることができると思います。

卒 業
学 部

勤務先

お名前

清水埠頭株式会社

国際関係学部国際関係学科
（2016年3月卒業）

谷澤 優希さん

卒   業
大学院

勤務先

お名前

静岡新聞社静岡放送　
編集局　蒲原支局

大学院国際関係学研究科国際関係学専攻
（2017年3月卒業）

吉田 直人さん
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産 学 民 官 連 携 本学が取り組む地域貢献、産学民官連携活動による
研究成果やイベント等の情報をご紹介します。

　国際関係学部の学生を中心とした有志団体で、能「羽衣」
の魅力を国内外に伝えるべく活動している。「羽衣」絵本の読
み聞かせの他、「羽衣」カードゲームの制作、地元の企業とコ
ラボした天女の衣装の製作など、学生発の企画も数多く行う。

　11月７日、本学大講堂にて、公開授業として音楽劇「羽衣」～本学による地域の
文化的資源の活用事例報告～を行いました。
　羽衣つたえ隊、焼津＆八雲YYプロジェクトの学生による、活動内容や今後の抱負
などについての報告の後、SPAC所属俳優をはじめ、プロのアーティストたちの手によ
る音楽劇を公演しました。この音楽劇は、国際関係学部の鈴木さやか講師が能「羽
衣」をもとに企画・制作した絵本『羽衣』を原案としており、昨年１月の初演が好評
を博したことから今回再演の運びとなりました。当日は、学生、教職員や一般の方々
約250名が参加し、「幻想的な世界に引き込まれた」と好評でした。

（共催：静岡県公立高等学校国語研究会）

　本学は、産業界の方々とウェルビーイング産
業研究開発プラットフォームを構成し、農林水産
省の「知」の集積と活用の場 産学官連携協
議会のメンバーとなり、産学連携による社会へ
の貢献や農林水産省の研究公募に積極的に
応募するなどの取組を行っています。
　11月17日、静岡県コンベンションアーツセンター
にて本学、茶学総合研究センター長の中村順
行特任教授による「お茶の健康効果と、これか
らのグローバル展開について」のセミナーを開催
しました。

　文学を地域資源ととらえ、地域の新しい魅力づくりに取り組ん
でいる。学生の発案・デザインによる手ぬぐいや、焼津市役所
と共同でやいちゃんLINEスタンプを商品化した他、県内の文
学館をめぐり、その魅力を紹介する「しずぶんツアー」を企画。

羽衣つたえ隊

音楽劇「羽衣」

ウェルビーイング産業研究開発PFセミナーを開催しました

焼津＆八雲 YYプロジェクト

学生考案の「しずぶんツアー」ロゴ

■学生による発表 ■会場ロビーでは羽衣絵本や八雲妖怪手ぬぐいの販売も

■布施安寿香さん（SPAC所属俳優）が演じる天女

小泉八雲の
スケッチによる妖怪てぬぐい

全学共通科目
「ムセイオン静岡 世界の文化遺産A」特別公開授業

学生による地域の文化的資源の活用
地域の誇る文化的資源を活用した活動をする 2つの学生団体
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はばたき寄金からのお知らせ
第16回学生スピーチコンテスト」、「第22回学生文芸コンクール」の開催
剣祭２日目の10月28日に、はばたき寄金主催の「第16回学生スピーチコンテスト」の審査と「第22回学生文芸コンクール」の表彰式を行いました。

スピーチコンテストには３人のエントリーがあり、当日発表が行われました。
学生文芸コンクールには、詩6件、俳句3件（15句）、イラスト3点、写真21点、エッセイ・小説5件の応募がありました。

それぞれ審査の結果、次のとおりとなりました。

第16回学生スピーチコンテスト受賞結果
部　門 受　賞 名　前 所　属 作 品 名

学生スピーチコンテスト

最優秀賞 李 　  重 楼 国際関係学部 Be proud of where you come from

優 秀 賞 ミタ サフィトリ 国際関係学部 ふるさとを忘れない

佳 作 山本  奈 央 国際関係学部 ふるさとは現住所

第22回学生文芸コンクール受賞結果
部　門 受　賞 名　前 所　属 作 品 名

詩
最優秀賞 山本  奈 央 国際関係学部 大学までの上り坂

優 秀 賞 小 池  見 桜 看護学部 沈殿

俳句
優 秀 賞 山本  奈 央 国際関係学部 ケヤキ並木

佳 作 南 　  哲 平 薬食生命科学総合学府 収穫

イラスト

佳 作 内山  香 穂 国際関係学部 はばたく県大

努 力 賞 有 村  歌 織 国際関係学部 晴れの日

努 力 賞 横 葉  美 菜 国際関係学部 ラ・ラ・ラブ

写真

優 秀 賞 大 平  裕 也 薬学部 紅玉

佳 作 上 野  宏 弥 薬食生命科学総合学府 駿府の夜桜

佳 作 八 木  美 月 看護学部 まなざし

努 力 賞 南    哲 平 薬食生命科学総合学府 朱紅の乱舞

努 力 賞 古 川  哲 也 薬学部 立冬のせせらぎ

努 力 賞 渡 邉  慧 薬学部 平成最後の夏合宿

努 力 賞 宮 国  大 介 薬学部 さとうきび畑で働く父の姿

努 力 賞 松 澤  明 希 薬学部 碧色を渡る

努 力 賞 佐藤 みなみ 国際関係学部 オットセイの親子

エッセイ・小説
優 秀 賞 石 原  恭 輔 食品栄養科学部 家出宿屋のお召しもの

優 秀 賞 田部 美紗子 薬学部 さよならに規定される私

皆様からの寄金へのご協力、御礼申し上げます。（敬称略、寄附の順）
（平成30年1月～平成30年12月分）　　池田哲夫、小針進、県立大学アジア立田記念会、創星会、大学後援会、寺尾康

受賞者全員で スピーチコンテストの審査
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私の一冊の本

岡村昭彦文庫10周年・
岡村昭彦資料室開設記念講演会
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　本著は、ナチス占領下の
強制収容所という過酷な状況
下で人の心はどのように動くの
か、そのプロセスについて冷
静な目と筆力でまとめられた名
著だと思います。精神科医で
あり心理学者である著者フラン
クルの、自分や他者の心を客
観的に見る力に圧倒されます。
私が大学時代に受講した臨床
心理学の授業で紹介された本
ですが、心理学への興味の
有無に関わらず、これからの
時代を生きる学生のみなさんに
是非読んでいただきたい一冊

です。
　人は、個人差はあれ人生
の中で何度か苦しみを体験し
ます。戦争や天災といった多
くの犠牲を伴うものから、失業
や病気といった個人的なもの
まで様々です。私がこの本か
ら学んだことは、“苦しみの中
でどのような行動を選ぶのかが
人生を決定づけていく”という
ことです。強制収容所という、
いつ死んでもおかしくないよう
な極限の中でも、飢えた仲間
に自分のパンを分ける人や仲
間を助けるために罰を受ける人
がいる。自分の未来に希望が
あることを信じ、期待を持ち続
けた人もいる。このように人間
の尊厳や希望を失わない人は
結果的に生き延びる可能性を
高める一方、多くの人は自分
の運命に失望し、感情を麻痺
させ、流されるままに日々を過
ごし、やがて死んでいったそう
です。感情を忘れ、考えるこ
とを放棄し、自我をなくした人々
の口から出る言葉は「生きて
いてもしょうがない」だったそう
です。思い詰めた人は身体の
免疫力も低下するのか、死を

早めていきました。苦しい時に
どう行動するかは、まさに運命
の分かれ道といえそうです。
　また、著者は生きる意味に
ついて、「生きるとはつまり、
生きることの問いに正しく答え
る義務、生きることが各人に
課す課題を果たす義務、時々
刻々の要請を満たす義務を引
き受けることにほかならない。」
と述べています。それが例え
苦しみという義務であったとして
も、です。例えば重い病を患っ
ても、それを受け入れて人生
の意味を見出そうとすることが
大切なのだといえます。
　著者の言うように、苦しみと
向き合い、もがきながらでも覚
悟を決めてよりよい決断をして
いくことが大切だとするならば、
この先がどんなに大変な人生
であったとしても、それを受け
入れ、とにかく生き抜いていく
ことが大切なことなのかもしれ
ません。私自身はこれまで人
生からの問いにきちんと答えて
きたのか自信はありませんが、
この文章を書く機会をいただ
き、思いを新たにすることがで
きました。

著　者：ヴィクトール・E・フランクル
　　　 池田香代子（訳）
出版社：みすず書房
出版年：2002年11月
請求記号：946//F 44
ＩＳＢＮ：4-622-03970-2

紹 介 者　短期大学部こども学科教授・附属図書館長　小林　佐知子
紹介図書　『夜と霧』新版

　11月11日に附属図書館において、
「岡村昭彦文庫」開設10周年と「岡
村昭彦資料室」のオープンを記念
して講演会を開催しました。当日は
全国から50名ほどの参加者が出席
しました。岡村昭彦が追求した多
岐にわたるテーマについて、３名の
岡村研究者を講師に招いて、それ
ぞれの「岡村研究」の最新の成果

について発表していただきました。
　附属図書館の一画にある岡村文
庫には、岡村昭彦が個人的に収集
した１万数千冊の書籍類が収蔵さ
れています。これらの蔵書を眺める
と、彼の学際的な知的関心の広が
りを実感することができます。そし
てこの度、新たに開設された岡村
昭彦資料室には、取材や研究のた

めに収集した貴重な資料がまとめら
れています。彼の研究の全体像を
知るうえで、参考になる資料がジャ
ンルごとに分類整備されています。
ここ附属図書館に世界に誇る新た
な資料室が誕生したことをお知らせ
します。

　　     （附属図書館長、小幡壮）
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本学では、有意義な学生生活を支援していくために、地元企業等の奨学団体の協力による各種奨学金制度を設けています。
今年度は、地域の地元企業等15団体から計49名の学生が奨学金をいただきました。

平成30年3月から9月までの間に奨学金授与式が執り行われました。

奨学金授与式が行われました
本学 ます

名　　称 給付金額 支給期間 応募資格 30 年度採用人数
株式会社静岡銀行 月額10万円 2年間 アジア地域からの国籍を有する留学生 留学生 8人
㈱ TOKAIホールディングス 月額 5万円 1年間 全学生（研究生、科目等履修生含む） 日本人3人、留学生2人
㈱万城食品 月額 5万円 1年間 学部1年又は2年生の日本国籍もしくは永住権を有する学生 1人
静岡ガス㈱ 月額 5万円 1年間 学部生・大学院生 2人
スイチ奨学金 月額 5万円 1年間 学部生・大学院生の2年生以上で授業料減免を受けている者 2 人
静清信用金庫 月額 5万円 1年間 静岡県内出身の学部生 2人
公益信託東海澱粉
国際交流奨学金 月額 3万円 1年間 アジアからの留学生のうち修士大学院生 1人

静岡県労働者福祉協議会 年額 20万円 一時金 静岡県内に在住もしくは勤務する勤労者の子弟で2年生以上の者 3人
㈱天野回漕店 月額 5万円 1年間 中国・東南アジアからの留学生のうち学部 2～3 年生 2 人
村上奨学財団 月額 2万円 1年間 学部 2年生の者 5人
エンケイ財団奨学金 月額 2万円 1年間 学部生・大学院生・アセアン諸国からの留学生 10人
（公）自然の恵み財団 月額 3万円 2年間 食品栄養科学部1年生の学生 1人
（公）Sun&Sun 総合保険事務所 月額 3万円 1年間 学部1年生の日本人学生 1人
（公）ビヨンズ国際育英財団 月額1万円 1～4年間 留学生のうち学部1～3 年生 1人
スルガ奨学財団 月額4万円 (日本人）、月額5万円（留学生） 1～4年間 学部生 日本人3人、留学生2人

地元企業等による本学学生への奨学金

●国際関係学部　1年　李 重楼
●経営情報学部　2年　村松 彩月
●薬学部　4年　佐々木 貴章
●薬食生命科学総合学府　修士1年　  佳星
●国際関係学研究科　修士2年　翁長 希望

●薬学部　2年　森内 みなみ
●国際関係学部　2年　杉山 紗菜
●国際関係学部　2年　MUHAMMAD ATRAS AUZAN
●国際関係学部　2年　本田 萌花
●看護学部　2年　千葉 稜子

「TOKAIグループ奨学金」授与式

「村上奨学財団」授与式

6月18日

9月14日

「静岡ガス奨学生」認定証授与式

「しずぎんアジア留学生奨学金」授与式

7月5日

3月16日

「万城食品奨学金」授与式

「ロッキー奨学基金」授与式

7月2日

7月27日

「静清信用金庫奨学生」奨学金授与式

スルガ奨学財団

7月9日

「天野回漕店奨学金」授与式

「エンケイ財団奨学金」授与式

7月30日

9月21日

「東海澱粉国際交流奨学基金」授与式

「スイチ奨学金」授与式

7月25日

7月6日

●食品栄養科学部　4年　鈴木 杏奈
●薬食生命科学総合学府　博士1年　佐伯 椋子

●国際関係学部　2年　SAHIDAN AINUN SOFIEYA BINTI
●国際関係学部　2年　ADRIANSYAH KEVIN MANDALA
●国際関係学部　3年　TRAN THI THOM
●国際関係学部　3年　ALIF IQBAL DHIAULHAQ
●経営情報学部　4年　王 琦
●国際関係学部　4年　LIM MAO SHAN
●国際関係学研究科　修士2年　朴 松淑
●国際関係学研究科　修士2年　HUYNH SO VAN

●国際関係学部　1年　堤 和佳菜

●薬学部　2年　手塚 麻友
●経営情報学部 2年　山本 さくら
●薬学部　4年　高井 彩花

●薬学部　4年　菊池 理保子
●国際関係学部　4年　渥美 明日香

●国際関係学部　1年　小川 玲奈
●看護学部　1年　帶金 愛麗
●薬学部　3年　佐野 歩
●国際関係学部　3年　陳 暁晶
●経営情報学部　4年　阮 勤

●国際関係学部　2年　MUHAMAD ISMAIL
●国際関係学部　2年　潘 菁

●国際関係学部　1年　AKHMAD SYARIFUDDIN
●国際関係学部　1年　森澤 有由里
●経営情報学部　1年　TRAN THI BICH KIEU
●国際関係学部　3年　野崎 文香
●経営情報学部　3年　尾下 夏海
●薬学部　5年　芹澤 環
●薬食生命科学総合学府　修士1年　芳野 文香
●薬食生命科学総合学府　修士1年　鈴木 美佑
●薬食生命科学総合学府　修士1年　石山 詩織
●薬食生命科学総合学府　修士2年　NGUYEN THI PHUONG

●国際関係学研究科　修士1年　胡 金丹

●国際関係学部　2年　除 孝銀
●国際関係学部　3年　倉田 笑莉

Sun&Sun 総合保険奨学金

ビヨンズ国際育英財団奨学金

「自然の恵み財団奨学金」授与式 9月28日

●薬学部　1年　山口　侑季乃

●国際関係学部　3年　陳 暁晶

●食品栄養科学部　1年　村井　尚子
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ご意見・情報をお寄せください。
記事に関するご意見・ご感想、今後取り上げてほしいテーマ
など、ご要望をお待ちしています。また、本学の学生、教職
員の教育・研究活動のほか、ご卒業生などに関連する情報も
お寄せください。今後の企画の参考にさせていただきます。

各受賞の詳細については本学公式サイトのニュース＆トピックスからご覧いただけます。教員・学生の受賞
受賞者名 所　　属 受　賞　名

教
員

田中 瑞己　助教 食品栄養科学部 糸状菌遺伝子研究会　奨励賞
伊藤 創平　准教授 食品栄養環境科学研究院

静岡テックプラングランプリ　最優秀賞
中野 祥吾　助教 食品栄養科学部
小林 裕和　教授 食品栄養環境科学研究院 静岡テックプラングランプリ　ヤマハ発動機賞
浅井 知浩　教授 薬学部 静岡テックプラングランプリ　リバネス賞
鈴木 美希　助教 薬学部 第 45 回日本毒性学会学術年会　優秀研究発表賞
木村 晋一郎　助教 薬学部 第2回日韓若手薬剤学研究者ワークショップ　KJYSP Chair’s Selection Award
三宅 祐一　助教 食品栄養科学部 環境科学会　奨励賞
岩尾 康範　准教授 薬学部 製剤機械技術学会第 28 回大会　第 1 回仲井賞若手研究者奨励賞
湖中 真哉　教授 国際関係学部 第 8 回（2018 年度）地域研究コンソーシアム賞
梅本 哲也　教授 国際関係学部 日本防衛学会猪木正道賞（正賞）
湖中 真哉　教授 国際関係学部 国際開発学会 賞選考委員会特別賞
柯 隆　特任教授 グローバル地域センター 第 13 回 樫山純三賞 
前野 真由美　講師 看護学部 日本国際保健医療学会学術大会　ベストポスター賞
徳村 雅弘　助教 食品栄養科学部 室内環境学会学術大会（2017 年度開催） 大会長奨励賞

学

生

伊藤 優太・村上 慧・
櫻井 ひとみ・伊藤 謙汰・
安部 友涼

薬学部
第 64回日本薬学会東海支部 総会・大会　学生優秀発表賞

狩野 孝裕・三上 靖代 薬食生命科学総合学府
竹内 梓紗 薬学部 第 29 回日本微量元素学会学術集会　優秀ポスター賞
丹羽 正純・三村 健太・
川﨑 真由

薬食生命科学総合
学府 第 1 回 静岡テックプラングランプリ　最優秀賞

横山 喬太 薬学部 第 33 回老化促進モデルマウス（SAM）学会学術大会　若手研究奨励賞
佐伯 椋子 薬食生命科学総合学府 日本核酸医薬学会第 4 回年会　優秀発表者賞（川原賞）

増田 美里 薬食生命科学総合学府 Water and Environment Technology Conference 2018
（WET2018）　WET Excellent Presentation Award

西尾 隆佑 薬食生命科学総合学府 第 45 回日本毒性学会学術年会　学生ポスター発表賞

猪山 陽輔 薬食生命科学総合学府 第 2 回日韓若手薬剤学研究者ワークショップ　
Outstanding Poster Presentation Award

山本 深月 薬食生命科学総合学府 日本食品科学工学会第 65 回大会　優秀賞
山田 朋宏 薬食生命科学総合学府 第 31 回バイオメディカル分析科学シンポジウム　優秀発表賞

山田 朋宏・  佳星 薬食生命科学総合学府 第 16 回次世代を担う若手のためのフィジカル・ファーマフォーラム
（PPF2018） 若手研究者奨励賞

吉川 祐人 薬食生命科学総合学府 第 23 回日本フードファクター学会・第 12 回日本ポリフェノール学会・
第 15 回日本カテキン学会・合同学術集会　Young Investigator Award

榊原 佳子 薬食生命科学総合学府 糖鎖科学中部拠点 第 15 回『若手の力』フォーラム　糖鎖科学中部拠点 2018 年度奨励賞
鈴木 大貴 薬食生命科学総合学府 フォーラム2018：衛生薬学・環境トキシコロジー　実行委員長賞
増田 美里 薬食生命科学総合学府

環境科学会 2018 年会　優秀発表賞（富士電機賞）
宮﨑 淳平 食品栄養科学部
堤 正人 薬学部 第 25 回日本免疫毒性学会　若手優秀発表賞
鈴木 綾花・水野 真由 経営情報学部 大学生観光まちづくりコンテスト2018 茨城ステージ　茨城県奨励賞
佐々木 允人 薬食生命科学総合学府 日本農芸化学会中部支部第 183 回例会　中部支部学術奨励賞
室田 健来 薬食生命科学総合学府 日本農芸化学会中部支部第 183 回例会　中部支部企業奨励賞
櫻井 理咲子 薬学部 製剤機械技術学会第 28 回大会　優秀発表者賞
近江 弘規・鈴木 彩香・
赤岡 史人・藤岡 愛里・
福井 芹菜・西尾 隆佑・
船本 雅文・清水 聡史・
清水 果奈・片山 歩実

薬食生命科学総合学府

日本病院薬剤師会東海ブロック・日本薬学会東海支部合同
学術大会 2018　ベストプレゼン賞高西 潤・大嶽 瞳・

横山 喬太・杉本 真太朗・
田川 大期・柳原 功典・
伊藤 流星・本多 大樹・
望月 成美・松田 有加里
良知 優花

薬学部

西尾 隆佑 薬食生命科学総合学府 メタルバイオサイエンス2018　学生ポスター賞
村松 孝亮 薬食生命科学総合学府

室内環境学会学術大会　優秀ポスター賞
新堂 真生 食品栄養科学部
長谷部 美紀・青木 瞳 看護学研究科 第 8回日本在宅看護学会学術集会　優秀ポスター賞

※H30年7月から12月末までに本学の公式ホームページに掲載依頼のあった受賞を掲載しています。

教員人事

●特任教員  平成30年9月１日付

粟倉 大輔 グローバル地域センター 特任助教

 平成30年10月１日付

マイケル ピーターズ 言語コミュニケション研究センター 特任講師

小田　透 言語コミュニケション研究センター 特任講師

●専任教員  平成30年10月１日付

保坂 利男 食品栄養科学部栄養生命科学科 教授

六井　淳 経営情報学部 准教授

 平成31年1月１日付

米澤　正 薬学部薬学科 講師

松裏　豊 看護学部看護学科 助教

平成30年10月１日付

原　幸大 薬学部薬科学科 講師

小出 裕之 薬学部薬学科 講師

髙畑　幸 国際関係学部国際関係学科 教授

竹部 歩美 国際関係学部国際言語文化学科 准教授

国保 祥子 経営情報学部 准教授

上原 克仁 経営情報学部 准教授

平成30年11月１日付

坂本 多穗 薬学部薬学科 准教授

 平成31年1月１日付

佐藤 秀行 薬学部薬学科 講師

◆採　用

◆昇　任

教員活動評価における
業績優秀者への学長表彰
静岡県立大学では、教員の教育研究活動等の一層の
向上を図ることを目的として、教員活動評価を実施して
います。12月17日に、2017年度（平成29年度）の教員
活動評価における業績優秀者14人に対して、学長表
彰を行いました。

学　部　等 職 位 氏　名

薬学部
薬学研究院

教授 森本 達也
准教授 高橋 忠伸
講師 南 彰
助教 紅林 佑希

食品栄養科学部
食品栄養環境科学研究院

教授 増田 修一
助教 三宅 祐一

国際関係学部
国際関係学研究科

教授 澤田 敬人
准教授 ジョナサン ディハーン
准教授 須田 孝司

経営情報学部
経営情報イノベーション研究科 講師 大久保 誠也

看護学部
看護学研究科

教授 渡邉 順子
准教授 藤田 景子

短期大学部
准教授 鈴木 俊文
講師 森野 智子

※職位は受賞時のものです。

静岡県立大学おおぞら基金に寄附してくださった皆様 （平成30年１月から12月）
㈱県大文化通信、㈱県大販売協力会、枝野修、中田修、佐海慎三、平野竜史、野秋貴靖、渡部良一郎、上原功也、斉藤守、石塚康義、山口和広、短期大学部後援会、鈴木健一、佐藤弘和、藤原英次、
薬学部後援会、食品栄養科学部後援会、国際関係学部後援会、経営情報学部後援会、看護学部後援会、飯島佑介、Christopher Williams、木苗直秀、大石ちよ、真野毅、伊藤泰弘、南雲俊之、吉
田和則、合田敏尚、佐藤展久、眞鍋史乃、高田満里江、山田朗、匿名希望14名（敬称略）
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